
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし② こたえ 名前

天体の計算 ステップ2 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「天体の計算」

1 経度15度で1時間 基本

経度が15度ちがうと、時こくは1時間ちがいます。東の地点ほど、時こくは進んでいます。日本の標準

時は、東経135度の時こくです。

(1) 日本(東経135度)が12時のとき、東経150度の地点は、日本より東に 15  度なので、 1

時間進んで、 13  時です。

(2) 日本が12時のとき、東経90度の地点は、日本より西に 135 − 90 ＝ 45  度です。45 ÷

15 ＝ 3  時間おそいので、 9  時です。

(3) 日本が12時のとき、東経105度の地点は、何時ですか。

ヒント 西にある地点は、時こくがおくれています。

135 − 105 = 30(度)西　30 ÷ 15 = 2(時間)おそい　12 − 2 = 10　答え 10 時

2 同じ星が南中する時こく 標準

ここでは、時こくはすべて日本の時こくで表します。同じ星が南中する時こくは、東の地点ほど早く、西

の地点ほどおそくなります。経度が1度ちがうと4分ちがいます。また、日がたつと、1日に約4分ずつ早

くなります。

(4) 日本(東経135度)で、ある星が21時に南中しました。東経125度の地点は、日本より 10

度西にあるので、この星が南中するのは、10 × 4 ＝ 40  分おそい 21  時 40  分で

す。

(5) 日本で、この星が南中する時こくは、10日後には 4 × 10 ＝ 40  分早くなります。21時 −

40分 ＝ 20  時 20  分です。

できた / 5問
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